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流
が
あ
り
、
鎖
国
の
時
代
に

は
長
崎
・
出
島
を
通
し
て
西

洋
の
知
識
や
技
術
を
取
り
入

れ
て
き
た
佐
賀
の
人
々
は
、

広
い
視
野
を
持
ち
、
多
様
な

考
え
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、

新
た
な
時
代
を
切
り
拓ひ

ら

い
て

き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
志
は
現
代
に
お

い
て
も
し
っ
か
り
と
受
け
継

が
れ
て
お
り
、
伝
統
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
新
し
い
も
の

を
受
け
入
れ
、
発
展
し
よ
う

と
す
る
佐
賀
に
は
、
県
外
や

海
外
か
ら
も
多
く
の
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
有
田

焼
な
ど
伝
統
工
芸
に
新
た
な

発
想
を
吹
き
込
む
人
た
ち
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
を
始
め
る
人
た
ち
、
佐
賀

の
海
や
山
に
魅
せ
ら
れ
ま
ち

づ
く
り
に
情
熱
を
注
ぐ
人
た

ち
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

　
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
成

長
が
著
し
い
昨
今
、
上
海
、

台
北
、
ソ
ウ
ル
な
ど
、
ア
ジ

ア
の
主
要
都
市
に
近
い
佐
賀

に
は
、
５
年
前
の
４
倍
を
超

え
る
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ

て
お
り
、
九
州
佐
賀
国
際
空

港
の
利
用
者
数
は
６
年
連
続

で
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い

ま
す
。

　
暮
ら
し
て
み
て
気
づ
く
良

さ
も
あ
り
ま
す
。
玄
界
灘
と

有
明
海
と
い
う
二
つ
の
海
に

面
し
肥ひ

沃よ
く

な
平
野
が
広
が
る

佐
賀
に
は
、
日
々
を
愉た

の

し
む

食
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
え
、
福
岡
都
市
圏
に
近

く
、
電
車
で
約
40
分
。
豊
か

な
自
然
環
境
と
都
会
の
利
便

性
の
両
方
を
味
わ
え
る
の

も
、
佐
賀
で
暮
ら
す
魅
力
の

一
つ
で
す
。

　
佐
賀
で
就
職
す
る
新
卒
者

の
方
々
に
は
、
奨
励
金
支
給

制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

就
職
支
援
情
報
サ
イ
ト
「
さ

が
就
活
ナ
ビ
」
を
は
じ
め
、

「
さ
が
じ
か
ん
」「
人
生
の

Ｓ
暮
ら
す
」「
あ
そ
ぼ
ー
さ

が
」
等
の
サ
イ
ト
で
も
佐
賀

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
ア
ク
セ
ス
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
佐
賀
な
ら
、
志
あ
る
皆
さ

ん
の
や
り
た
い
こ
と
が
、
き

っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　
自
分
の
得
意
と
さ
れ
る
分

野
で
生
き
生
き
と
働
き
な
が

ら
、
地
域
で
の
交
流
の
場
を

広
げ
、
新
し
い
佐
賀
を
と
も

に
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

【さが就活ナビ】https://shukatsu.saga-s.co.jp/

【さ が じ か ん】https://www.sagajikan.com/　　

佐賀県知事

　
専
修
大
学
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓

口
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
は
よ
く
知
ら
れ
る
言
葉
に
な
り
ま
し

た
が
、
対
策
室
に
相
談
に
来
ら
れ
る
方
は

ま
だ
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
対
策
室
が
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
、
そ
し
て
、
何
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
の

か
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
関
係

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
で
起
こ
り
や
す
い
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
さ
れ
、
総

称
し
て
「
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
前
者

二
つ
は
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
と
思
い
ま
す
が
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
ま
す
か
？
　
こ
れ

は
勉
学
・
教
育
・
研
究

の
場
で
の
、
権
力
を
利
用
し
た
嫌
が
ら
せ

の
こ
と
で
す
。

　
私
は
以
前
、
他
大
学
の
学
生
相
談
室
で

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

際
、
ゼ
ミ
の
指
導
教
員
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
特
に
表
面
化
し

に
く
い
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
ゼ
ミ
の
伝
統
」
や
「
先
輩
も
通
っ
た

道
」
と
理
解
さ
れ
、「
先
生
に
見
放
さ
れ

る
の
は
自
分
の
問
題
」
な
ど
と
被
害
を
実

感
し
に
く
い
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ぜ

ひ
「
自
分
が
ど
う
感
じ
る
か
」
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
る
と
誰
で
も
精

神
的
な
苦
痛
を
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ

れ
を
抱
え
込
み
続
け
る
と
抑
う
つ
状
態
に

な
り
、
大
学
生
活
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

「
こ
れ
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
？
」
と
疑
問
を

感
じ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
対
策

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。

　（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
加
藤
　
佑
昌
）

自
分
が
ど
う
感
じ
る
か
を
大
切
に

就
職
課
か
ら

〈
４
年
次
生
へ
〉
長
か
っ

た
夏
期
休
暇
も
間
も
な
く
終

わ
り
ま
す
が
、
就
職
活
動
の

状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
８
月
下
旬
に
開
催
さ
れ

た
学
内
企
業
説
明
会
ｉ
ｎ
サ

テ
ラ
イ
ト
で
は
、
４
日
間
で

延
べ
１
２
１
人
の
学
生
が
来

場
し
、
本
学
学
生
の
採
用
意

欲
の
高
い
約
１
２
０
社
の
採

用
担
当
者
の
話
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
就
職
課
で
は
、
同
様
の
説

明
会
を
10
月
に
も
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
視
野
に
入
れ

て
い
な
か
っ
た
優
良
企
業
と

の
出
会
い
の
場
と
な
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
詳
細
は
決
定
次
第
、
ポ

　「
人
が
黑
き
と
云
は
ば
、黑

き
筈
に
て
は
な
し
、
白
き
筈

な
り
、白
き
理
が
あ
る
べ
し
」

　
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
か
ら

佐
賀
に
伝
わ
る
『
葉
隠
』
の

一
節
で
す
。

　
人
の
話
を
う
の
み
に
す
る

こ
と
な
く
、
異
な
る
視
点
で

考
え
て
み
る
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
よ
り
よ
い
発
想
に
つ

な
が
る
｜
｜
。

　
３
０
０
年
前
に
説
か
れ
た

こ
の
教
え
は
、
佐
賀
の
人
々

の
気
概
を
言
い
表
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
ア
ジ
ア
と
の
交

そ
の
志
は
、
佐
賀
で
き
っ
と
花
開
く

やまぐち　　よしのり

公
開
講
座
情
報

専
修
大
学
・
専
修
大
学
北
上

高
等
学
校
「
社
会
知
性
フ
ォ

ー
ラ
ム
　
異
文
化
理
解
と
多

文
化
共
生
」

▽
日
時

10
月
５
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▽
場
所

日
本
現
代
詩
歌
文

学
館
（
岩
手
県
北
上
市
本
石

町
２
｜
５
｜
60
）

▽
講
演

櫻
井
文
子
専
修
大

学
経
営
学
部
准
教
授
「
桜
も

ち
と
柏
も
ち
｜
難
し
い
の
は

『
当
た
り
前
』
｜
」、水
野
純

石
巻
専
修
大
学
理
工
学
部
教

授
「
石
巻
専
修
大
学
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
事

例
に
つ
い
て
」

※
要
申
し
込
み
（
専
修
大
学

北
上
高
等
学
校
Ｈ
Ｐ
に
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
有
）、
聴
講

無
料

問
専
修
大
学
北
上
高
等
学
校

☎
０
１
９
７
・
63
・
２
３
４
１

大
学
院
公
開
講
座

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
「
マ
ン
ガ
・
ア

ニ
メ
の
役
割
語
」（
10
月
４

〜
25
日
、
毎
週
金
曜
日
）

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
「
成
熟
社
会
に

お
け
る
企
業
・
地
域
が
育
む

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
（
11
月

８
〜
29
日
、毎
週
金
曜
日
）

▽
時
間

18
時
30
分
〜
20
時

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

７
３
１
教
室

※
要
申
し
込
み
（
大
学
Ｈ

Ｐ
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

有
）、
聴
講
無
料
。
１
回
の

み
の
受
講
も
可
能

問
大
学
院
事
務
課
（
神
田
）

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
５
６

８政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
経
済
の
軌
跡
と
展
望

｜
平
成
か
ら
令
和
へ
｜
」

▽
日
時

10
月
30
日
（
水
）

14
時
30
分
〜
18
時

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

７
３
１
教
室

▽
基
調
講
演

小
峰
隆
夫
氏

（
大
正
大
学
教
授
、
日
本
経

済
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
・
研

究
顧
問
）

※
要
申
し
込
み
（
大
学
Ｈ

Ｐ
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

有
）、
聴
講
無
料

問
大
学
院
事
務
課
（
生
田
）

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２

７
１
（
神
田
）
☎
03
・
３
２

６
５
・
６
５
６
８

　
専
修
大
学
は
７
月
25
日
、

三
重
県
と
就
職
支
援
協
定
を

結
ん
だ
。
連
携
し
て
学
生
の

就
職
活
動
を
支
援
し
、
三
重

県
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の

促
進
を
図
る
。

　
協
定
で
は
、
三
重
県
内
の

企
業
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
周

知
▽
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
活
動

へ
の
支
援
▽
三
重
県
内
企
業

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

け
入
れ
な
ど
で
連
携
し
て
い

く
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
ま

た
、
遠
隔
通
信
技
術
を
活
用

し
て
、
ウ
ェ
ブ
で
の
合
同
企

業
説
明
会
の
開
催
や
、
学
食

で
三
重
県
産
の
食
材
を
使
っ

た
フ
ェ
ア
の
実
施
な
ど
を
計

画
し
て
お
り
、
学
生
に
三
重

県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
。

　
三
重
県
庁
で
行
わ
れ
た
締

結
式
に
は
佐
々
木
重
人
学
長

と
鈴
木
英
敬
県
知
事
ら
が
出

席
し
、
協
定
書
を
交
わ
し

た
。
佐
々
木
学
長
は
「
学
生

に
は
三
重
県
の
魅
力
を
積
極

的
に
伝
え
た
い
。
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
地
方
に
持
ち
帰

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
本
学
の
創
立
者
の
一
人
、

駒
井
重
格
が
桑
名
藩
士
の
家

の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
鈴

木
知
事
は
「
ご
縁
が
で
き
て

う
れ
し
い
。
県
外
に
進
学
し

た
優
秀
な
学
生
に
戻
っ
て
き

て
も
ら
う
た
め
、
力
を
合
わ

せ
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
本
学
が
就
職
支
援
協
定
を

結
ん
だ
自
治
体
は
32
（
31
府

県
１
市
）
と
な
っ
た
。
三
重

県
が
関
東
の
大
学
と
協
定
を

締
結
す
る
の
は
初
め
て
。

協
定
書
を
手
に
笑
顔
で
握
手
す
る

佐
々
木
学
長
（
左
）
と
鈴
木
知
事

三
重
県
と
就
職
支
援
協
定

　
本
学
と
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就

職
促
進
協
定
を
結
ん
で
い
る

青
森
県
の
三
村
申
吾
知
事
が

９
月
６
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
れ
、
佐
々
木
重
人
学

長
と
懇
談
し
た
。

　
本
学
と
同
県
は
２
０
１
６

年
12
月
、
協
定
を
締
結
。
16

〜
18
年
度
の
同
県
出
身
卒
業

青森県知事が来学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
間
発
表
会

ネ
ッ
ト
情
報

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

３
年
次
生
の
必
修
科
目
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
間
発
表

会
が
７
月
20
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
学

生
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
さ

ま
ざ
ま
な
知
識
や
ス
キ
ル
を

活
用
し
て
、
チ
ー
ム
を
組
ん

で
１
年
間
か
け
て
研
究

や
作
品
制
作
に
取
り
組

む
。
中
間
発
表
で
は
26

チ
ー
ム
が
、
ポ
ス
タ
ー

や
制
作
物
を
展
示
し
て

前
期
の
活
動
を
報
告
し

た
。

　
こ
の
う
ち
佐
竹
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
花
札
を
使

っ
た
新
感
覚
の
対
戦
型

音
楽
ゲ
ー
ム
を
作
製

写
真
。
ゲ
ー
ム
画
面
で

流
れ
て
く
る
花
札
と
譜
面
に

合
わ
せ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

ボ
タ
ン
を
押
す
も
の
で
、
会

場
を
訪
れ
た
高
校
生
ら
が
楽

し
そ
う
に
挑
戦
し
て
い
た
。

　「
病
院
の
未
来
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
活
動

す
る
栗
芝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
総
合
川
崎
臨
港
病
院

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
と
協

力
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
楽
し
く

す
る
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
や
診

察
待
ち
時
間
の
改
善
な
ど
を

提
案
。
待
合
室
で
子
ど
も
を

飽
き
さ
せ
な
い
た
め
に
、
座

っ
て
い
る
と
カ
ニ
が
集
ま
っ

て
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
の
実
演
な
ど
が

あ
っ
た
。

青森県の若者還流策を説明する三村知事

生
の
う
ち
２
割
が
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
し
、
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
も

計
４
人
い
る
。

　
三
村
知
事
は
「
本
県
の
就

職
協
定
第
一
号
は
専
修
大

学
。
多
く
の
助
言
を
も
ら
い

な
が
ら
若
者
の
還
流
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
述
べ

た
。
農
林
水
産
業
の
成
長
が

著
し
く
、
企
業
誘
致
も
進
ん

で
い
る
同
県
の
現
状
を
説
明

し
た
ほ
か
、
県
庁
と
民
間
企

業
の
両
方
を
体
験
で
き
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
学
生
へ
の
交
通
費

助
成
制
度
な
ど
を
紹
介
し

た
。

　
三
村
知
事
は
「
若
い
人
た

ち
に
は
、
県
外
で
さ
ま
ざ
ま

な
刺
激
を
受
け
た
後
は
地
方

に
戻
り
、
次
は
地
方
を
刺
激

し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

佐
々
木
学
長
は
「
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
に
つ
な
が
る
情
報
を
積
極

的
に
学
生
に
提
供
し
て
い
き

た
い
」
と
応
じ
た
。

ー
タ
ル
、
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
３
年
次
生
へ
〉
今
月
上

旬
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で

案
内
し
た
と
お
り
、
ま
ず
は

10
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る
第

１
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
は
、
就
職
活
動

の
流
れ
や
、
今
後
の
就
職
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
企
業
の
採
用
活
動
は
年
々

早
期
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
皆
さ
ん
が
就
職
活
動
を

行
う
う
え
で
は
周
到
な
準
備

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出
席
し

て
、
就
職
活
動
へ
の
意
識
と

意
欲
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。


